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※この⼿引きは 2024 年に井上善雄⽒が作成したものに、URL と画⾯表⽰の変更を加筆したものです。 
               （2025/03/10 改訂） 
システム利⽤ 
情報表⽰ URL https://www.trailrouteview.com/user/jsal/gmap/view.html 
  ※URL が前回と変わっています。 

 
A) 地図部分：Google Map 

※「メンバ」や各機位置のマークに番号だけでなく⼤学を識別できる機名が表⽰されるようになりま
した。 

       
B) 機能タブ 
現在位置 (デフォルト)  
登録されている全機種の現在位置が表⽰さ

れる 
⾏動軌跡 

指定されたメンバ(D 参照)の⾏動履歴が図
⽰される  
 
C)  メンバ番号(端末番号・機名)  
プルダウンメニューで着⽬したい機体を指
定する。「⾃動追跡」のチェックボックスを ON にすると、その番号が中央になるように地図が動く。 
 
D) ⾏動軌跡  
⾏動軌跡のタブをクリックすると右の画⾯となる。 ここで、⾒たい

番号を選択する。複数指定も可能。 軌跡ラインのチェックボックス
を ON にすると指定時間における移動がつながった線で表⽰される。  
次に、⾒たい時間帯を指定する。「検索」ボタンをタップすると、画
⾯中央に右の図が表⽰される。 
開始⽇時と終了⽇時を指定して、「search」ボタンを押すと左下の

ように地図上に軌跡が表⽰される。(⽇付は、mm dd と 0 を省略せ
ず⼊⼒) この画⾯で、メンバ番号の指定が変更できるので、右下の
ように追加したり、変更したりして⽐較検討が可能である。  
 
 

⾃動追跡チェックボックス 

 メンバ（番号・機名） 

機能タブ 

https://www.trailrouteview.com/user/jsal/gmap/view.html


 

 
 


